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福田のまち
世帯数と人口
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1・世帯…3，019世帯（＋14）i

I・人口…7，025人（一77）1

，・男……3，430人（一51）：

：・女……3，595人（－26）：
1　　平成29年6月現在　1
1　　　（前年同月比）　　i
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沢村歯科 
診療時間 �月 �火 �水 �木 �金 �土 � 

午前9：30～午後0：30 �○ �○ �○ �∴ �○ �○ 

午後2：00～午後8：00 �○ �○ �○ � �○ �○ 

休診日／木・日・祝日 

東区福田2＿342＿3TEL899鵜2211 

地域社会の発展と活性化に努めます

⑮

広島東部地区マツダOB会
（福田・馬木・上温品・温晶）

い
つ
ま
で
も
健
康
を
保
つ
に
は
、
身
体
を
動
か

す
こ
と
が
大
切
。
そ
こ
で
、
学
区
体
育
協
会
会
長

の
方
京
さ
ん
と
運
動
大
好
き
な
束
さ
ん
に
、
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
を
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

東
　
今
、
ど
ん
な
運
動
を

さ
れ
と
ろ
ん
で
す
か
。

方
京
　
夕
方
、
自
宅
か
ら

小
学
校
ま
で
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
し
と
ろ
ん
で
す
。
少
し

で
も
動
い
た
ら
、
ま
る
で

身
体
　
（
体
調
）
　
が
違
う
。

東
　
確
か
に
そ
う
よ
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
も
、

い
い
汗
を
流
し
と
る
人
は
、

生
き
方
も
「
前
向
き
」
　
で

輝
い
と
る
。

方
京
　
ほ
ん
と
よ
ね
、
元

気
は
　
「
足
」
　
か
ら
じ
ゃ
と

は
、
つ
き
ょ
ゝ
つ
　
よ
し
　
な
り

方
京
　
義
就
さ
ん

補
木
学
区
体
育
協
会
会
長
。

高
齢
者
が
楽
し
め
る
　
「
野
外

ゲ
ー
ム
・
モ
ル
ッ
ク
」
　
な
ど
、

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

も
力
を
注
ぐ
。

思
う
よ
。
歩
く
だ
け
で
も

続
け
て
い
け
ば
、
そ
れ
だ

け
で
一
日
が
楽
し
く
な
る

も
ん
な
。
ど
う
思
う
？

東
　
そ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
は

続
け
る
こ
と
で
上
達
も
す

る
し
、
楽
し
さ
も
増
え
る

な
あ
。
週
に
2
日
は
ペ
タ

ン
ク
の
練
習
じ
ゃ
け
ど
、

待
ち
遠
し
い
く
ら
い
。

東
　
正
照
さ
ん

金
属
製
の
球
を
投
げ
合
う

競
技
「
ペ
タ
ン
ク
」
　
で
昨
年
、

長
崎
県
で
の
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」
　
に
代
表
出
場
。
日
焼
け

し
た
顔
は
元
気
そ
の
も
の
。

方
京
　
以
前
、
足
首
を
挫
い

た
時
に
思
う
た
の
は
、
筋

力
が
弱
く
な
っ
た
の
は
運

動
不
足
の
せ
い
じ
ゃ
っ
た
。

反
省
し
た
こ
と
よ
。

東
　
健
康
長
寿
の
た
め
に

は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
身

体
を
動
か
す
こ
と
が
一
番

じ
ゃ
と
私
も
思
い
ま
す
。

方
京
　
1
2
月
に
は
福
木
学

区
の
　
「
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
」

を
企
画
し
と
る
ん
で
す
が
、

短
い
区
間
な
の
で
高
齢
者

の
方
も
気
軽
に
参
加
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
　
「
元
気
で
明
る
い
福
田
」

を
、
み
ん
な
で
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
や
。
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ふくふく祭り 

平成29年11月5日（日）1日00－14：00

ふくだの里駐車場周辺にて開催
I恒例の大抽選会では、高級家電等

豪華景品を用意しています。

来場者には、開運カレンダー進呈！
皆様のご来場、お待ちしています。

社会福祉法人　広島常光福祉会　ふくふく祭り実行委員会

専　分　薬　局 � 

〒732－0029 

広島市東区福田6丁目2026－1 
TEL（082）899－6185 

FAX（082）899“6187 
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私、カカシではありません

蜘蛛の仲間でアズチグモと申します。
（広島高速1号線「福木トンネ）レ」付近で）

撮影＝赤木賢治

福田で
みつけ高畠黙

協社たくに圏／

平
成
苦
麿
　
「
区
長
と
語
る
会
」

「
安
心
・
安
全
な

ま
ち
」
　
の
た
め
に

福
田
地
区
の
諸
課
題
を

要
望
と
し
て
行
政
に
届
け

る
「
区
長
と
語
る
会
」
　
が

7
月
2
1
日
、
福
田
公
民
館

で
行
わ
れ
た
　
（
写
真
）
。

こ
れ
に
は
束
区
の
松
出

由
美
区
長
の
ほ
か
、
市
民

部
・
厚
生
部
・
建
設
部
の

各
部
長
ら
が
出
席
。
地
区

か
ら
小
倉
昇
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
、
山
本
幸
弘
連

合
町
内
会
会
長
、
各
町
内
・

自
治
会
長
、
社
協
理
事
が

加
わ
っ
た
。

松
出
区
長
は
地
域
と
緊

密
に
連
携
し
「
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
尽
く

し
て
い
き
た
い
」
　
と
あ
い

合
同
い
き
い
き
サ
ロ
ン

福
田
地
区
の
　
「
合
同
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
　
は
、
広

島
市
安
佐
北
区
の
ス
ー

パ
ー
銭
湯
「
ゆ
ー
ぽ
っ
ぽ
」

へ
　
（
7
月
1
8
日
）
。

大
衆
演
劇
を
観
賞
し
、

ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
を
過

ご
し
た
参
加
メ
ン
バ
ー
の

表
情
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て

い
た
　
（
写
真
）

き
つ
。
こ
れ
ま
で
の
継
続

事
項
に
加
え
、
街
灯
・
歩

道
の
設
置
や
市
道
の
実
現

な
ど
の
要
望
が
、
山
本
連

合
町
内
会
会
長
か
ら
松
出

区
長
に
提
出
さ
れ
た
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
検
討
始
ま
る

小
倉
昇
社
協
会
長
を
中

心
に
第
3
次
「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
　
の
検

討
が
始
ま
っ
た
。

地
域
発
展
の
課
題
や
取

り
組
み
な
ど
、
明
春
の
発

表
へ
向
け
て
今
後
、
協
議

が
重
ね
ら
れ
る
。

夏
の
一
斉
清
掃

夏
の
一
斉
清
掃
　
（
7
月

9
日
）
で
、
観
音
町
内
会
（
須

沢
昌
之
会
長
）
　
で
は
農
協

福
田
支
店
か

で
を
行
っ
た

み
ん
な
の
協
力
で
地
域

一
段
と
さ
わ
や
か
に
。

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

体
育
祭
に
声
援
送
る

福
木
中
学
校
の
　
「
体
育

祭
」
　
（
6
月
2
4
日
）
　
に
は
、

地
域
か
ら
山
本
幸
弘
福
田

地
区
連
合
町
内
会
長
、
辻

秀
司
福
田
地
区
社
協
副
会

長
、
方
京
義
就
福
木
学
区

体
育
協
会
会
長
ら
が
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
熱
戦
に
拍
手

や
声
援
を
送
っ
た
。

ス
カ
イ
バ
ー
ド
で
訓
練

介
護
老
人
保
健
施
設

「
ス
カ
イ
バ
ー
ド
」
　
で
の

避
難
・
消
火
訓
練
　
（
8
月

9
日
）
　
に
は
、
福
田
地
区

自
主
防
災
連
絡
協
議
会
の

久
保
正
会
長
ら
が
参
加
。

消
火
器
を
使
っ
た
消

火
訓
練
も
行
わ
れ
た
　
（
写

真）。

支
え
あ

手
と
手
を
つ
な
ぐ

み
ん
な
の
輪

高
齢
者
が
集
う
場
所
づ
く
り

地
域
一
体
で
考
え
る
機
会
に

地
域
の
高
齢
化
に
伴
う

現
状
を
ふ
ま
え
「
高
齢
者

の
集
い
の
場
所
づ
く
り
を

考
え
る
」
会
　
（
主
催
・
福
木

温
品
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）
　
が
7
月
2
2
日
、
福
田

公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
　
（
写

真）。
住
み
慣
れ
た
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
社

協
代
表
、
町
内
会
・
自
治
会

長
、
老
年
会
代
表
、
民
生
委

員
、
福
祉
施
設
代
表
が
意
見

交
換
。
地
区
内
の
地
域
差
も

考
慮
し
な
が
ら
、
活
発
に
グ

ル
ー
プ
討
議
し
た
。

綴
繭
騨
闇
鵬
⑤

福
田
老
年
会
連
合
会

会
長
　
児
玉
　
吾
郎

福
田
に
は
老
人
ク
ラ
ブ

が
6
地
区
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
福

田
老
年
会
連
合
会
で
は
、

介
護
予
防
・
転
倒
予
防
・

友
愛
活
動
・
助
け
合
い
活

動
な
ど
を
行
い
、
老
年
運

動
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
事
は
　
「
高
齢

者
い
き
い
き
活
動
ポ
イ
ン

ト
事
業
」
　
の
押
印
対
象
で

す
。
ぜ
ひ
老
人
ク
ラ
ブ
に

加
入
し
て
い
た
だ
き
、
ご

一
緒
に
元
気
な
老
後
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
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福田の未来を託す

すくすく育つ凛ちゃん

へ、母の佳織さんの思いは

「健やかに凛とした女性に

成長してくれることです」

こZ土

日年福子
ど

も

の

近
く

に

な
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福木フットベースボール

これは専用球を足で蹴り、素手で守備を行

う競技。田本大輔監督の元で18人のメンバー

が練習を重ねている。
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キャンプファイヤー

福祉タクシー（寝台車・車椅子のまま乗れます）
小型車・ジャンボタクシー・代行運転

24時間営業

SSS 

SSO 

本　　社　842鵜1175
福田営業所　899”6101

協社だく

こ
ん
磨
き
は
赤
ち
ゃ
ん

上
条
町
内
会
　
多
田
漂
ち
ゃ
ん
　
（
9
カ
月
）

若
者
か
ら
ひ
と
こ
と

寺
条
町
内
会

井
手
野
下
　
佳
吾
　
3
2
歳

福
田
生
ま
れ
の
福
田

ち
で
す
が
、
一
時
期

は
地
元
を
離
れ
、
結
婚

誕
生
を
機
に

田
に
戻
っ
て
か
ら
2

り
ま
す
。

毎
朝
、
子
ど
も
た
ち

の
登
校
を
見
守
っ
て
く

だ
さ
る
方
々
が
お
ら
れ

る
の
で
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
学
校
に
行
か
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
い
つ

か
、
こ
う
い
う
形
で
地
元

に
恩
返
し
で
さ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

は
が
き
作
り
や
盆
踊
り

福
田
公
民
館
で
の
「
折
り

鶴
で
作
る
手
す
き
は
が
き
」

（
7
月
2
6
日
）
　
や
「
お
は
な
し

会
と
福
田
盆
踊
り
」
　
（
7
月
0
0

日
）
　
に
、
子
ど
も
た
ち
が
参

加
。
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
た
。

「
原
爆
の
子
の
像
」
　
に
捧

げ
ら
れ
た
折
り
鶴
を
溶
か
し

て
、
は
が
き
を
作
成
　
（
写
真
）
、

子
ど
も
た
ち
が
平
和
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
。

ま
た
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ

ン
ド
」
　
に
よ
る
　
「
お
は
な
し

会
÷
福
田
盆
踊
り
保
存
会

に
よ
る
踊
り
の
練
習
も
楽
し

く
進
め
ら
れ
た
。（
平
川
通
信
員
）

園
児
の
絵

福
木
幼
稚
園

（
寺
分
上
町
内
会
）

横
山
　
智
洗

近
隣
が
助
け
合
っ
て
安

心
、
安
全
な
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
、
小
さ
な
こ
と
か

ら
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
Y
・
Y
）


